








































































































高感度 in situ hybridization 法を用いたイヌの乳腺
癌における Tenascin-C 産生細胞の同定18）




る Tn-C 産生細胞を同定するために，in situ hybridization
法による Dog Tn-C mRNA の検出を試みた。
間質において Tn-C 蛋白が豊富にみられたイヌの単純型
乳腺癌において in situ hybridization-免疫組織化学二重
染色を行ったところ，α-SMA 陽性の筋線維芽細胞および
α-SMA 陰性の線維芽細胞に Tn-C mRNA が検出された。
基底膜領域に Tn-C 蛋白がみられた乳腺癌では，基底膜の
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